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横浜環状南線 朝日平和台地区説明・質問集会【第 2回】 議事要旨 

 

１．開催状況 

・ 日  時：平成 21 年 7 月 31 日（金）14:00～16:30 

・ 会  場：朝日平和台自治会館 1F 

・ 参加者数：45 名（説明者側を除く） 

 

２．説明者側の主な出席者 

・ 東日本高速道路㈱ 関東支社 横浜工事事務所 用地課長   照井秀男 

〃         環境技術課長 渡辺陽太 

〃         栄中工事長  阿部重雄 

 

３．議事要旨のとりまとめ 

・ 質疑応答をわかりやすい表現でまとめました。 

・ 質疑応答を行う前の説明は省略しました。 

 

質問） シールドトンネルの大きさや重さ、輸送経路は決まっているのでしょうか。ま

た、土砂の搬出先はどこですか。 

回答） 当該トンネルは、専門家を含めた検討会でシールド工法の適用性が認められた

ところであり、シールドトンネルの掘削機械（シールドマシン）は、今後詳細に

検討を進めることとなります。また、シールドマシンやセグメントの輸送経路や

掘削した土砂の搬出先についてもこれから検討することとなります。 

 

質問） トンネルの掘削に伴って地下水の流れを遮断することはないのですか。 

回答） トンネルは、現在の地下水位より深い位置を通過する計画となっているため、

地下水の流れを遮断することはないと考えられます。 

 

質問） トンネルの工法や構造が変わったことにより、道路の幅員が変わるのですか。

現在の計画より幅が広がるのであれば、再度設計用地説明を行うべきです。 

回答） ＮＡＴＭ工法からシールド工法への変更を検討しておりますが、検討している

道路幅員は、設計用地説明でお示しした道路幅員と同じ幅員で考えております。 

 

意見） トンネル掘削に伴う地盤沈下や傾斜の基準値について、事業者が参考にしてい

る文献によると「1/1000rad 傾斜すると約 5割以上の家屋に亀裂が生じる可能性が

ある」と明記されています。トンネルを施工すれば地区の半分の家に亀裂が発生

します。事業者がこれを知らなかったのであれば、計画を進める能力もなければ

資格もないと思います。 

回答） 日本建築学会の建築基礎構造設計指針は、家を建てる際に重要な基礎の設計に

当たっての考え方を示しております。建物を建てた場合、圧密沈下は起こり得る
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ものですが、「傾斜角が 1/1000rad に耐えられるような設計をすべき」ということ

です。 

指針には「建物に生じる沈下量を目安の数値を用いて評価することは、あくま

で便宜的な手法であり、原則は沈下によって建物の構造部材に生じる応力を照査

することによって評価するべきであることを忘れてはならない」と記載されてお

り、基準とした沈下量、傾斜角を超えても損傷に至らない場合もありますので、

あくまで個別に発生した状況から被害を確認し、判断する必要があります。 

 

意見） 工事中はダンプトラックの走行や重機の振動で、また、供用後も振動によって

トンネル周辺の地盤に影響を及ぼし、圧密沈下が生じると思います。 

回答） 軟弱地盤の上を工事用道路として使う場合は、相応の改良を行い、影響を少な

くします。トンネル本体が完成した後での交通による振動の影響は考え難いと思

います。 

 

質問） 事業者は「朝日平和台地区の下には防空壕がない。」と言っておりますが、急

傾斜地の工事が終わっているから確認することが出来ないのです。例えば超音波

などによる調査方法があるのではないでしょうか。 

回答） そのような調査そのものが出来るかどうかを確認します。 

 

質問） トンネル工事により周辺地盤に圧力や歪みを与えることから、地震が発生した

際、トンネル上部の家や地盤に影響があるのではないでしょうか。 

回答） シールドトンネルは、切羽（トンネルの先端部分の地盤）を安定させながら掘

削する工法です。圧迫させながら地盤を切り開くものではありません。また、地

震が発生した場合、トンネルは周辺の地盤と一緒に動くため、トンネルの存在が

影響するものではないと考えられます。 

 

質問） トンネル掘削前後の調査や、万が一地盤沈下が生じた場合の因果関係について、

事業者は業者任せにせず、前面に立って補償をしてくれますか。 

回答） 工事によって損傷が生じた場合につきましては、事業者が責任をもって対処い

たします。 

 

意見） 一般のトンネル以外に避難用トンネルがあるとなると、ここでも 3本のトンネ

ルになるのでしょうか。 

回答） 避難用トンネルは、対面交通の長大トンネルにおいて、本坑に並行して設ける

避難のための専用トンネルです。このトンネルは、避難方法が異なるため、ここ

で別にもう 1本掘る計画はありません。 

以上 


